地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームはなんばの里
施設種類：　　　　　　　　・小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）
日　　時：令和７年１月３０日　　　　１４時～１５時１５分
会　　場：グループホームはなんばの里
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	１人
	高齢者あんしん支援センター職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	出雲市職員
	１人

	その他（潮風苑施設長、はなんばの里施設長）
	2人

	デイサービスセンターやまもも　家族１名
　　　　　　　　　　　　　　　職員１名
※（デイサービスセンターやまもも運営推進会議との合同会議のため）


出席者
（人数）
　　　　　　
　　　　　　　
（議題）
１．利用者状況報告
２．活動状況報告
３．今後の行事予定について
４．次年度事業について
（報告・説明事項）※グループホームはなんばの里に関するもの
	利用者の状況報告
	・現入所者数、申込者数、入退所状況、入所者状況、（性別、介護度、年齢）
※前回運営推進会議以降入退所なし

	活動状況報告
	・12月～1月に実施した主な行事・活動の報告
〔県立大学看護実習受入・実地指導、初詣、出初式見学、新年会、個別活動〕

	今後の行事予定に
ついて
	・節分会（2月4日）、ひな祭り会（3月4日）、消防避難訓練・牡丹餅作り（3月）

	次年度事業について

	・次年度事業に関する法人・施設の考えについて
・次年度事業に対する委員からの意見・要望の聞き取り


●議題１～３（利用者状況・活動状況・今後の行事予定）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
〇　家族の代表より
　　利用者1名は要介護度の変更申請中と言われたが、変更するタイミングはどのような時に行いますか。
⇒　施設より
　　通常は認定の有効期間をもって調査をし、判定された上で要介護度が変更となる場合が多いですが、例えば入所中に足を骨折して今まで歩行されていた方が車椅子での移動になったり、身の回りのことが人の手を借りないとできなくなったりと本人の状態が大きく変わり、明らかに介護の手間が増えた時に申請を行います。職員間で状態の変化を確認し、ご家族に説明し了承していただいた上で、保険者に対し区分変更申請を行っています。また、入所の受け入れの段階で、既にその要介護度にそぐわない方についても区分変更申請を行ったことがあります。
〇　地域住民の代表より
　　認定の有効期間は人によって違いますか。
⇒　施設より
　　人によって違います。先ほどの区分変更申請で要介護度が決定した方は、また状態が変わる可能性があるということで、6か月から1年程度と短い期間となっています。その反面、特養入所の方などは状態が大きく変わらない方が多く入所されており、認定の有効期間も3～4年間と長い方が多くなっています。
〇　家族の代表より
　　特養は要介護度３から入所できますか。
⇒　施設より
　　入所基準は要介護度３からとなっていますが、加算の関係で実際はどこの施設でも要介護度4以上の方が入所されているところが多くなっています。
〇　地域住民の代表より
　　要介護度５の方が５人もいらっしゃるので介護の手がより必要になるのではないですか。介護度の重い方は、例えば特養のような施設に移ることはできないのですか。
⇒　施設より
　　認知症があっても職員の手助けで調理したり、掃除したりと身体的に自立度の高い方が入所し共同生活を送るというのが本来のグループホームの在り方なのかもしれませんが、入所の対象となるのは要支援２と要介護１～５と幅広くなっています。介護度が高くなるにつれて拘縮が進行したり他動的に動かさないと身体が動かないなど寝たきり度も高くなることが多いですが、要介護度５の方も対象となっているので、本人や家族の希望がなければ介護度が重くなってもそのまま入所を継続できます。入所前や入所中に家族が特養へ申し込みをされ、介護度が高くなり特養に空きが出た段階で特養に移られた方もいらっしゃいます。実際にはなんばに入所されている方の中にも特養が空くのを待っている方もいらっしゃいます。要介護度の変更に伴い、都度特養へ転所する意思があるかどうかご家族に伺いますが、看取りまでと言われる方が殆どです。グループホームでも看取りができ、ここ数年は転所せず施設内で看取ることが多くなっています。
　
〇　出雲市より
　　要介護度４～５の入所者は元々入所した時から介護度が高いのですか。それとも入所中に高くなったのですか。
⇒　施設より
　　いろいろなパターンがあります。徐々に高くなっていく方や先ほどの骨折などで状態が変化した方や脳梗塞など発症し、その後遺症で状態が大きく変化し介護度が重くなる方もいらっしゃいます。施設に入所される前に調査に行くのですが、要介護度３と伺っていても実際の状態は明らかにそれ以上だということもありました。
　　
●次年度事業について
〇　施設より
　　次年度は介護報酬改定等の見直しもないため、田儀の施設は大きく変わることはありません。近年、介護報酬改定に伴い、研修自体も必ずしなくてはならないものが増え、はなんばややまももでも職員会議を利用して施設内研修を行っていますが、研修項目の多さに追い付かない状況となっています。時間や人員の関係で、外部に出掛けたくても思うように出掛けてはいけない現状がある中で、効率よく研修を受けることができるようにしていかなければいけません。そこで、多伎の郷では年間契約をし、昨年の１０月からどの事業所でもインターネットで研修を受けることができるようにしました。各事業所のパソコンを使用したり家で各個人のスマートフォンを使用し、いつでも好きな時間に動画を見て学ぶことができます。研修項目は多岐にわたり、数もかなり多くあります。職員のスキルアップを図ったり、長年の経験者でも介護技術の振り返りや最新の情報が把握できたりしています。
　　施設内での飲食についても、以前は行事などご家族や地域の方に参加していただいて、飲食を共にしていましたが、現在は感染予防対策として禁止しています。法人全体として考えていかなければなりませんが、また３月に事業計画の中で示していきたいと思います。
〇　地域住民の代表より
　　個人のスキルアップが図れることは解りましたが、資格取得には役立ちますか。
⇒　施設より
　　資格取得のための研修動画も多くあります。これまでは参考書など個人が購入して勉強し、資格取得に向けて取り組んでいましたが、これからはこのインターネットでの動画を参考にして勉強することが可能となりました。計画的にこの研修を受ければ個人的なスキルは上がっていくと思うのですが、私たちはチームで仕事をしています。知り得た知識をどのように仲間と共有していき、事業所全体としてスキルアップできるかが課題だと思っています。
〇　家族の代表より
　　感染症が発生した時には、食事はどうしていますか。
⇒　施設より
基本的には個室で対応しています。ベッド上では座位が保てない方や不穏になられる方については時間差でホールに出掛けて食事を摂っていただいています。
(その他)
· 次回開催予定日　　　　3月26日（木）
グループホーム








